
彦
嘉
膨m
総
倉
筋
災
爾m
纏
 

（関
連
記

事

四
、
五
面
に
）
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〔毎月 2回・ 1日‘ 15日発行〕 

鯵ミ・はり叫ち 
発 行 所 

五所川原市役所 

503号 

昭和56年9月15日 

印刷 脚佐々木印刷工業 

市 の 人 口 

53, 132人  

男 	25, 732人 

女 	27, 400人  

世 帯 数 	14, 603 

（昭和56年 9月 1日現在）住民基本台帳から 



▲旧＋川上流では必死の排水作業 

▲水浸しとなった農家の庭先（梅田） 

広報ごしょがわら 	 （503号）② 昭和56年（1981年） 9月15日 

中
小
河
川
の
改
修

・
補
修
を
国
、
県
へ
働
き
か
け
 

被
依
火九
百
八

十
四

世
帯
に

及
ぶ
 

八
月
二
十
一
日
か
ら
二
＋

三
日
に
か
け
て
の
日
本
海
低

気
圧
に
よ
る
集
中
豪
雨
と
台

風
1
5号
の
直
撃
で
、
当
市
は

七
百
七
十
九
棟
、
九
百
八
十

四
世
帯
が
被
災
し
、
公
共
施

設
の
損
壊
、
り
ん
ご
の
落
果

な
ど
も
含
め
て
総
額
十
三
億

四
千
六
百
万
円
（
推
計
）
と

い
う
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
 

三
十
一
日
か
ら
降
り
始
め

た
雨
は
、
二
十
二
日
の
夜
に

な
っ
て
も
や
ま
ず
、
中
小
河

川
か
ら
あ
ふ
れ
出
た
水
は
次

々
と
流
域
の
住
家
の
床
下
、
 

床
上
に
浸
水
し
始
め
ま
し
た
。
 

と
く
に
、
旧
十
川
流
域
で

は
、
鎌
谷
町
一
帯
か
ら
松
島

町
一
、
二
、
三
丁
目
、
雛
田

十
川
町
、
下
流
の
下
平
井
町

へ
と
被
害
が
波
及
的
に
拡
大
。
 

堤
防
の
溢
水
が
激
し
く
、
 一

時
は
決
か

い
の
恐
れ
が
出
ま

し
た
。
 

こ
の
た
め
、
市
水
害
対
策
 

本
部
は
、
二
十
三
日
午
前
一

時
前
、
自
衛
隊
に
出
動
を
要

請
す
る
一
方
、
市
職
員
を
非

常
招
集
。
危
険
個
所
で

は
、
 

地
元
消
防
団
が
総
出
で
土
の

う
積
み
作
業
に
当
た
り
、
松

島
町
の
住
民
六
世
帯
、
三
十

人
近
く
が
五

一
中
体
育
館
に

避
難
し
、
不
安
な
一
夜
を
過
 

ご
し
ま
し
た
。
 

朝
五
時
、
弘
前
駐
と
ん
地

か
ら
か
け
つ
け
た
百
人
の
自

衛
隊
員
が
、
鎌
谷
橋
と
十
川

橋
の
二
手
に
分
か
れ
、
溢
水

現
場
で
作
業
を
開
始
、
水
量

が
減
ら
ず
作
業
は
困
難
を
き

わ
め
ま
し
た
。
 

午
後
一
時
半
ご
ろ
、
今
度
 

は
水
害
に
追
い
打
ち
を
か
け

る
よ
う
に
台
風
が
直
撃
、
収

穫
前
の
り
ん
ご
を
振
り
落
と

し
て
通
過
、
タ
方
頃
か
ら
よ

う
や
く
水
が
引
き
始
め
ま
し

た
。
 

市
で
は
、
直
ち
に

一
般
会

計
の
補
正
予
算
を
専
決
処
分

し
、
災
害
用
資
材
の
確
保
と
 

災
害
に
要
し
た
費
用
に
充
て

一
方
伝
染
病
防
止
の
た
め
床

上
、
床
下
被
害
者
に
対
し
石

灰
を
配
布
、
消
毒
作
業
を
実

施
。
 

ま
た
、
 
 
ト
イ
レ
等
の
汚
水

処
理
で
西
北
五
衛
生
処
理
組

合
に
被
災
者
優
先
の
取
り
扱

い
を
要
請
し
、
災
害
救
援
物

資
及
び
日
赤
、
共
募
等
の
見

舞
品
を
配
布
し
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
旧
十
川
の
早
期

改
修
を
は
じ
め
、
市
内
中
小

河
川
の
恒
久
的
な
改
修
‘
整

備
を
国
と
県
の
関
係
機
関
に

働
き
か
け
、
災
害
の
復
旧
に

努
め
て
い
ま
す
。
 

綴
一
綴
欝
 

r
 

r
 

 

▲被災地を視察する北村知事、寺田市長 

 

 

 



③ (503号） 
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▼道路が川となった、松島町 1 丁目で 

▲腰まで水につかった、漆川字鍋懸で 

、 

ト
自
衛
隊
員
百
人
が
溢
水
現
場
で
土
の
う
積
み
作
業
 

▼台風15号の直撃で青実のりんごか落ちた 神山で 
~●・~ーー 

A 中体育館に避難した松島町の人たち 



青
森
県
総
合
防
災
訓
練
が
八
月
二
十
七
日
、
市
内
岩
木
川
原
 
同
時
に
、

市
中
心
部
の
市
民
約
四
百
人
も
次
々
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

の
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
市
と
県
、
陸
上
自
衛
隊
、
 

に
避
難
を
し
ま
し
た
。
 

県
警
察
本
部
、
日
赤
、
市
連
合
町
内
会
、
市
消
防
団
な
ど
百
 

北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
バ
ス
火
災
避
難
や
消
火
器
で
消
し
 

八
十
九
団
体
、
約
一
万
八
千
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 
止
め
る
初
期
消
火
訓
練
、
婦
人
会
の
八
百
人
分
の
お
に
ぎ
り
 

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
台
風
1
5号
の
 

の
炊
き
出
し
訓
練
、
自
衛
隊
員
が
岩
木
川
に
か
け
た
仮
設
橋
 

風
水
害
を
受
け
た
直
後
で
関
心
も
高
く
、
お
よ
そ
五
千
人
の
 
を

救
命
胴
衣
を

つ
け
た
市
民
が
渡
る
訓
練
の
ほ
か
、
電
話
、
 

市
民
が
見
学
に
か
け
つ
け
ま
し
た
。
 

ガ
ス
、
電
力
、
水
道
施
設
等
の
応
急
復
旧
訓
練
も
行
わ
れ
ま
 

訓
練
は
、
市
中
心
部
を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
発
生
、
家
屋
 
し

た
。
 

の
倒
壊
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
等
の
各
施
設
が

こ
わ
さ
れ
、
 

訓
練
を
統
監
し
た
北
村
知
事
は
、
 
「水
害
の
跡
か
た
づ
け
も
 

火
災
が
発
生
し
た
…
と
の
想
定
で
す
。
 

そ
こ
そ
こ
に
多
く
の
市
民
が
か
け
つ
け
て
く
れ
心
強
い
。
 
一
 

5O3?) ④ 

午
前
九
時
、
市
内
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
渡
り
、
市
庁
舎
と
北
 

部
に
反
省
す
べ
き
点
が
あ
る
と
は
い
え
、
全
般
に
手
ぎ
わ
よ
 

斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
保
育
園
や
 

い
訓
練
で
成
果
が
大
き
い
。
今
日
の
訓
練
を
心
に
銘
記
し
、
 

小
中
学
校
な
ど
で
は
一
斉
に
避
難
訓
練
を
開
始
し
ま
し
た
。
 

万
一
の
災
害
に
備
え
て
ほ
し
い
」
 と
伍
叩
っ
て
い
ま
し
た
。
 

広報こしょがわら 昭和56年（1981年〕 9H 15 
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(503号） ⑥ 昭和56年（1981年） 9 月15日 	 広報ごしょがわら 

安 
、 

Iい 横断、これで 

九
月
二
十
一
日
か
ら
環
境
衛

生
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。
二
十
 

四
日
は
「
清
掃

の
日
」
 
です
。
 

今
年
は
廃
棄
 

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
施
行
十
周
年
に
当
た
り
ま

す
の
で
、
日
常
生
活
は
も
ち
ろ

ん
、
自
分
た
ち
の
家
の
ま
わ
り

や
野
山
、
川
を
き
れ
い
に
し
、
 
 

み
ん
な
で
美
し
い
ま
ち
、
環
境

を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
 

私
た
ち
で
で
き
る
、
き
れ
い

な
ま
ち
づ
く
り
の
心
得
 

①
野
や
山
、
川
等
へ
の
ゴ
ミ

の
投
棄
は
や
め
ま
し
ょ
う

（
不

法
投
棄
の
防
止
）
 

昨
年
十
一
月
か
ら
四
千
三
百

五
十
万
円
の
工
費
で
、
広
田
の

国
道
一
〇
一
号
線
に
建
設
し

て

い
た
横
断
歩
道
橋
「
み
ど
り
橋
」
 

が
完
成
し
、
八
月
二
十

一
日
午

前
十
一
時
か
ら
児
童
“
生
徒
ら

が
渡
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。
 

完
成
し
た
「
み
ど
り
橋
」
は
、
 

国
道
一
〇
一
号
線
か
ら
栄
小
学

校
に
入
る
信
号
機
を
起
点
に
、
 

青
森
寄
り
に
約
百
HU
の
場
所
に

建
設
し
た
も
の
で
、
高
さ
が
五
 

「”
、
長
さ
が
十
三
H
の
鉄
骨
造

り
で
す
。
両
サ
イ
ド
に
階
段
が

つ
き
、
幅
員
一

・
五
冒
と
ゆ
っ

た
り
と
し
て
い
ま
す
。
 

歩
道
橋
の
完
成
と
と
も
に
、
 

歩
道
橋
と
栄
小
学
校
を
つ
な
ぐ

九
十
三
冒
の
通
学
路
も
新
設
さ
 

②
公
園
、
広
場
、
道
路
、
そ

の
他
公
共
の
場
所
を
清
掃
す
る

と
と
も
に
、
空
カ
ン
、
た
ば
こ

の
吸
い
が
ら
等
を
正
し
く
捨
て

ま
し
一
」

？
 

③
雑
草
地
等
の
衛
生
害
虫
の

発
生
源
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

し
ま
し
ょ

・つ
。
 

④
家
庭
で
は
、
役
立
つ
新
聞

紙
や
鉄
く
ず
等
を
で
き
る
だ
け
 
 

れ
、
交
通
安
全
に
万
全
を
期
し

て
い
ま
す
。
 

こ
の
日
の
渡
り
初
め
に
は
、
 

佐
藤
五
所
川
原
土
木
事
務
所
長

対
馬
市
総
務
課
長
の
ほ
か
、
栄

小
学
校
（

一
戸
敏
校
長
）
の
児

童
・
生
徒
約
六
百
人
が
出
席
し

児
童
の
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
、
歩

道
橋
を
次
々
と
渡
り
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。
 

通
学
の
児
童
・
生
徒
は
、
国

道
を
横
断
し
て
い
た
だ
け
に
、
 

昭
和
五
十
六
年
度
の
第
二
期

分
（
七
月
・
八
月
・
九
月
分
）
 

の
国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
期

は
、
九
月
三
十
日
ま
で
と
な
っ
 

お
金
に
変
え
、
無
駄
の
な
い
生

活
を
し
ま
し
ょ
・1
。
 

⑤
草
く
ず
、
野
菜
く
ず
等
は

で
き
る
だ
け
畑
、
そ
の
他
植
物

の
肥
料
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
 

⑥
廃
品
の
回

収
に
当
た
っ
て
 

は
、
で
き
る
だ
 

け
地
域
婦
人
団
体
、
子
ど
も
会

等
に
よ
る
回
収
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
廃
品
回
収
業
者
等
に

よ
る
廃
品
資
源
の
再
利
用
に

つ

と
め
ま
し
よ
う
。
 

地
域
住
民
は
「
こ
れ
で
安
心
し

て
通
学
で
き
ま
す
」
と
喜
こ
ん
 

こ
の
た
び
台
風
1
5号
に
よ

り
被
害
を
受
け
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
市
民
の
み
な
さ
ん
の
た
 

国
民
年
金
の
 

め
に
、
 一
時
、．保
険
料
の
納

付
を
休
む
こ
と
が
で
き
る
免

除
申
請
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。
対
象
は
昭
和
五
十
六
 

て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
納
め

て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
納
め

ま
し
ょ
う
。
 

保
険
料
を
納
め
忘
れ
ま
す
と

万
一
事
故
が
あ
っ
た
と
き
、
障

害
年
金
や
母
子
年
金
、
遺
児
年

金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
ば
か

り
か
、
将
来
、
老
齢
年
金
さ
え

も
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
 

も
し
、
過
去
の
保
険
料
に
納

め
忘
れ
が
あ
る
と
き
は
、
二
年

前
ま
で
の
分
で
あ
れ
ば
、
住
所

地
を
管
轄
す
る
社
会
保
険
事
務

所
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ど
う
し
て
も
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま

放
置
し
な
い
で
、
必
ず
市
社
会
 
 

で
い
ま
す
。
 

年
度
分
の
国
民
年
金
保
険
料
で

す
。
手
続
き
を
し
な
い
で
未
納

に
す
れ
ば
年
金
受
給
の
際
、
不

利
に
な
り
ま
す
か
ら
手
続
き
は
 

免
除
申
請
を
 

早
め
に
し
て
下
さ
い
。
印
鑑
を

持
っ
て
市
社
会
課
・
国
民
年
金

係
へ
ど
う
ぞ
。
た
だ
し
、
任
意

加
入
者
は
免
除
で
き
ま
せ
ん
。
 

課

・
国
民
年
金
係
に
印
鑑
ご
持

参
の
う
え
、
保
険
料
の
免
除
の

申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
 

「津
軽
の
仏
教
」
 

市
民
講

座
を

開
講
 

ロ
と
き
 
十
月
三
日
（
土
）
 

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
ま

で
 ロ

と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

ロ
演
題
 

「津
軽
の
仏
教
（
 

そ
の
3
）
」
 
いよ
い
よ
本
題
に

入
り
ま
す
。
 

ロ
講
師
 
小
舘
衷
三
氏
（
元

弘
前
実
業
高
校
教
諭
、
郷
土
史

家
）
 

ロ
受
講
料
 
無
料
で
す
。
 

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
ご
来
場
下
さ

い
。
 

難 

開 国
道
一
〇
一
号
線
 

「
み
ど
り
橋
」
完
成
 

私
た
ち
で
出
来
る
き
れ
い
な
街
づ
く
り
 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
忘
れ
ず
に
 

台
楓
漕
傷
瀬
淡
済
込」
」
 

《
 

(
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市
民
パ
ド

ミ
ン
ト

ン
大
会
 

ロ
と
き
 
十
月
十
八
日
（
 

日
二
集
合
午
前
八
時
三
＋
分

試
合
開
始
午
前
九
時

）
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
体
育
館
 

ロ
種
目

男
子
シ
ン
 

グ
ル
ス
（
経
験
者
の
部
、
初

心
者
の
部
）
、女
子
シ
ン
グ

ル

ス
（
同
）
、混
合
ダ
ブ
ル
ス
 

ロ
参
加
料
 
男
女
シ
ン
グ
 

ル
ス
五
百
円
、
混
合
ダ
ブ
ル

ス
八
百
円
 

ロ
申
込
み
先
 
市
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム

・
バ
ド
ミ
ン
ト

一
、
こ
 
I
・
 
ン
協
会
事

ノ
Az
‘
 、
J
 

務
局
（
。
 

⑩
三
六
〇
二
番
）
 

な
お
、
当
日
で
も
体
育
館

で
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

初
心
者
 

「
テ
レ
コ
ム
ラ
ン
ド
」
電
気
通
信
展
 

受給資格期問の特例 

生 年 月 	日 期間 

大正 5 年 4 月 1日以前 10年 

大正 5 年 4 月 1日以前 n年 

大正 7 年 4 月 1日以前 12年 

大正 8 年 4 月 1日以前 13年 

大正 9 年 4 月 1日以前 14年 

大正10年 4 月 1日以前 15年 

大正11年 4 月 1日以前 16年 

大正12年 4 月 1日以前 17年 

大正13年 4 111日以前 18年 

大正14年 4Hl日以前 19年 

大正15年 4 月 1日以前 20年 

昭和 2 年 4 月 1日以前 21年 

昭和 3 年 4 月 1日以前 22年 

昭和 4 年 4 月 1日以前 23年 

昭和 5 年 4 月 1日以前 24年 

米
国
か
ら
高
 
ば

か
り
の
少
年
が
、

こ
の
ほ
ど

校
を
卒
業
し
た
 
留
学

生
と
し
て
五
所
川
原
市
に
 

！鵬
 

加
似・
か
 

n事
 

寺田市長と握手するウィリアムズ君 《
 

,
 

力
対
日

理
解
を

深
め
た
い

）
 

年
金
の
は
声
レ
 

その7D 

⑥
給
付
の
種
類
 

拠
出
制
国
民
年
金
の
給
付

は
、
次
の
八
種
類
で
す
。
 

老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年

金
、

障
害
年
金
、
母
子
年
金
 

人
、
 一

兆
六
千
四
百
五
十

一
 

準
母
子
年
金
、

遺
児
年
金
、
 

億
円
 

寡
婦
年
金
、
死
亡
一
時
金
 

福
祉
年
金
 
四
百
二
十
万

現
在
年
金
を
受
け
て
い
る
 
人
、
 

一
兆
五
百
七
十
七
億
円

人
数
及
び
金
額
は
、

次
の
と
 
日
老

齢
年
金
 

お
り
で
す
。

（昭
和
五
十
六
年
 

⑥
受
け
ら
れ
る
要
件
 

や
っ
て
き
ま
し
た
。
 

一
年
間
、
地
元
の
高
校
に
通

い
日
本
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
八
月
二
十

四
日
に
は
、
寺
田
市
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。
 

こ
の
少
年
は
、
五
所
川
原
ロ
 

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
前
田
堅
会

長
）
を
通
じ
て
、

コ
ロ
ラ
ド
州

ボ
ル
ダ
ー
市
か
ら
や
っ
て
き
た

ア
ン
ド
リ
ュ
ウ

・
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
君
（
一
九
）
で
す
。
 

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
君
は
、
八
月

二
十
二
日
、
五
所
川
原
市
に
着

き
、
二
日
間
休
ん
だ
あ
と
市
長

を
訪
問
し
た
も
の
で
、
 
「ま
ず

日
本
語
を
学
び
、
ア
メ
リ
カ
を
 

①
保
険
料
を
納
め
た
期
間

が
二
十
五
年
以
上
あ
る
こ
と
。
 

（保
険
料
の
免
除
さ
れ
た
期

間
が
あ
る
人
は
、
そ
れ
を
合
 

と
。
（六
十
歳
か
ら
の
繰
り
上

げ
支
給
も
で
き
ま
す
）
 

①
と
②
の
要
件
を
満
た
し

た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
二
十
五
年
と

い
う
期
間
は
、
昭
和
五
年
四
 
 

正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
日
本
の
人
々
と
で
き
る

だ
け
多
く
接
し
、
日
本
の
理
解

を
深
め
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
五
月
2
高
校
を
卒
業
し

た
ば
か
り
と
い
う
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
君
は
、
両
親
と
妹
二
人
の
五

人
家
族
で
、
テ
ニ
ス
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
、
ス
キ
ー
が
得
意
と
い
う

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
す
。
 

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
君
は
、
ま
ず

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
の
木

下
知
さ
ん
（
六一
）
方
に
寄
宿
し
、
 

さ
ら
に
二
人
の
会
員
宅
が
受
け

入
れ
、
五
所
川
原
高
校
に
通
っ

て
一
年
間
、
日
本
に

つ
い
て
の

あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
学
ぶ
予
定
だ

と
い
う
。
 

月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人

に
は
、
そ
の
人
の
年
齢
に
よ

っ
て
、
次
の
表
の
よ
う
に
＋

年
か
ら
二
十
四
年
に
短
縮
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
 

等
、
ま
た
最
近
は

マ
イ
コ
ン
ブ
 

ー
ム
で
す
が
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ

ン
、
姓
名
判
断
、
U
F
〇
ゲ

ー
 

ム
等
大
人
も
子
供
も
楽
し
め
る

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
 

暮
ら
し
に
便
利
な
電
話
か

ら

世
界
に
ほ
こ
れ
る
新
技
術
、

こ

れ
か
ら
で
て
く
る
新
サ
ー
ビ
ス
、
 

マ
イ
コ
ン
ゲ
ー
ム
等
、
五
所
川

原
地
区
初
公
開
の
技
術
等
が

い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
家

族
お
そ
ろ
い
で
お

い
で
下
さ
い
。
 

ロ
入
場
 
無
料
で
す
。
 

ロ
と
き
 
九
月
二
十
五
日
（
 

金
）
、二
十
六
日
（
土
）
、一
一十
七

日
（
日
」
、ニ
十
八
日

（月
）
 

ロ
と
こ
ろ
 
本
町

「中
三
」
 

デ
パ
ー
ト
五
階
 

◆
 
◆
 
◆
 

◆
 

五
所
川
原
電
報
電
話
局
で
は

五
所
川
原
局
交
換
業
務
開
始
七

十
年
の
記
念
と
電
報
、
電
話
に

対
す
る
一
層
の
理
解
と
協
力
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
電
気

通
信
展
 
「8
1テ
レ
コ
ム
ラ
ン
ド

五
所
川
原
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

展
示
内
容
の
主
な
も
の
は
、
 

電
話
の
つ
な
が
る
し
く
み
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
、
宇
宙
衛
星

通
信
、
キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ス
テ
ム
 

麟鷲議麟麟麟鷺 

一
月
末
現
在

・
全
国
で
）
 

算
し
て
二
十
五
年
以
上

）
 

拠
出
年
金
 
六
百
十
五
万
 

②
六
十
五
歳
に
な
っ
た
こ
 

拠
出
制

の
年
金
と
受
け
ら
れ

る
要
件
 

一
 



多
数
ご
観
覧
下
さ
 

「
棟
方
志
功

展
」
を
開
催
 

い
 

市
中
央
公
民
館
で
は
、
次
の

日
程
で
棟
方
志
功
展
を
開
催
し

ま
す
。
 

市
民
の
み
な
さ
ん
、
多
数
）
」
 

観
覧
ド
さ
い
。
 

 

棟
方

も
功
 

 

 

 

釈迦十大弟子 文殊菩薩の柵 
あ 1 	ン‘ 

明日を拓く文化学園都 d」 

 

  

       

「世
界
の
ム
ナ
カ
タ
 

」
、
棟
方
画
伯

の
代
表

的
作
品
を
展
示
し
、
棟

方
芸
術
の
真
価
を
味
わ

っ
て
も
ら
い
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
九
月
二
十

日
（
日
）
ー
三
十
日
（
 

水
）
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
 

教
育
の
振
興
に

役
立

て
て
と
十
万
円

寄
付
 

公
民
館
 

ロ
観
覧
料
 

一
般
二
百
円
、
 

小

・
中
学
生
五
十
円
 

広
田
の
成
田
さ
ん

広
田
の
成
田
修
治
郎
さ
ん
は

八
月
三
十

一
日
、
市
の
教
育
振

興
基
金
に
役
立
て
て
下
さ
い
と

市
教
育
振
興
会

へ
十
万
円
を
寄

付
し
ま
し
た
。
 

先
に
亡
く
な
っ
た
奥
さ
ん
の

香
典
返
し
で
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

召和14年生まれの人はご注意ク（加入期「 艮はっぎのとおりで 

生 保険料利月付期限 

昭和14年 7 0 2 Fl ～日‘｛和14年 1011 l II 昭和50り I))I 未」~ 

昭和14年10月 2 日～昭和15年 1 月 1 日 昭和57年 1 月末日 

昭和15年 1 月 2 日～昭和15年 4 月 1 日 昭和57年 4 月末日 

■任童加入者（加入することができる人） 童加入者（加入することができる人） 

) 

昭和56年（1981年） 9 月15日 
	

広報ごしょがわら 	 （503号）⑧ 

園園者園圃園園図 
⑥農業者年金は若いうちに加入するほど有利です。あなたの後継者も「II 

く加入させましよう。 

まず加入、老後のしあわせに 

0農業者年金は農業経営主とその後継者のための年金です。 

〇農業者年金は国の法律で保障された年金ですから安心して加入でき 

ます。また他の制度にみられない高率の国庫補助があり、大変有利 

な制度となっています。 

加入手続きを早く 

つぎの方々の加人期限が迫っていますので、農協で早めに加入の手続 

きをしてドさい。あなたはこれに該当していませんか。 

■当然加入者（加入しなければならない人） 

国民年金の加入者で、自分名義の経営面積が50アール以上の農業経営 

E。 

* 

国民年金加入者で、50アール以上の農業経営主の後継者（引続き 3 年 ～ 

以上農業従事者に限る）。このほかに30アール以上50アール未満の園芸 

施設経営主と農業生産法人の常時従事者である構成員も任意加入でき 

ます。 

★昭和16年生まれの人はご注意．ク（加入期限はつぎのとおりです） 

鷲，~年 	月 	日 加入申出期間 

昭和16年 9 月 2 日～昭和16年10月 1 日 昭和56年 9 月未日 

昭和16年10月 2 日～昭和16年11月 1 日 昭和56年10月末日 

昭和16年11月 1 日～昭和16年12月 1 日 昭和56年11月末日 

昭和16年12月 2 日～昭和17年 1 月 1 日 昭和56年12月末日 

―出稼ぎから帰ったら手続きを― 

農業者年金に加入している方が、出稼ぎに出て厚生年金などに加入す

ると、国民年金の被保険者資格を喪失するとともに、農業者年金の被

保険者資格も喪失することになります。手続きをせずにそのままにし

ておくと、将来年金の受給権がなくなったり、年金額が少なくなった

りする原因になりますので、出稼ぎに出るとき、また出稼ぎから帰っ

たときには、国民年金の手続きと合わせて農業者年金の手続きを必ず

しましょう。 

川川m川川川m お申し込み、ご相談は農協または農委へ川川”川田川川H 

ー般曹候補学生＊** 

ロ
募
集
人
員
 
陸
約
四
白
人

海
約
三
百
七
十
人
、
空
約

四
百
人
 

口
資
格
 
高
卒
（
見
込
み
）
 

二
十

一
歳
未
満
の
方
 

口
受
付
期
限
 
九
月
三
十
日

口
試
験
期
日
 
十
月
十

一
日

口
合
格
発
表
 
十
二
月
ニ
十

四
日
 

ロ
入

（校
）
隊
 
五
十
七
年

三
月
ド
旬
 

口
待
遇
、
そ
の
他
 
修
学
年

限
二
年
、
卒
業
時
三
等
陸
 

・

海

・
空
曹
 

ロ
お
問
い
合
わ
せ
先
 

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部
 

五
所
川
原
幕
集
事
務
所

（
 

廿
⑩
二
三
〇
五
番

）
 

自
衛
官
募
集
案
内
 



昭和56年（1981年） 9 月15 U ⑨ (503号） 	 広報ごしょがわら 

青 森 県一1 

昭和56年 

秋の全国交通安全運動 

ゆっくり走ろう 

この運動は、広く県民に交通安全思想・交通道徳を普及徹底し、正し

い交通ルールとマナ の実践を習慣付けることにより、交通事故防止の

徹底を図ることを目的としています。 

街
頭
献
血

の
ご
案
内
 

あ
な
た
も
献
血
手
帳
を
 

市
民
多
数
）
」
 

参
加
ド
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
九

月
二
十
五
日

（
 

金
）
正
午
か
ら

午
後
四
時
ま
で

ロ
と
こ
ろ

市
民
文
化
会
館

ほ
か
 

ロ
行
事
日
程

〇
交
通
安
全

市
内
パ
レ
ー
ド
 

（正
午
、
お
祭

り
広
場
集
合
）
 

〇
交
通
事
故
防
止
市
民
大
会
 

（
午
後
一
時
か
ら
市
民
文
化
会

館
）
 

〇
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

ー
斎藤

又
四
郎
一
行
ほ
か
タ
レ
ン
ト
、
 

午
後
二
時
か

ら
同
）
 

ロ
主
催
 
市
交
通
事
故
防
止

対
策
本
部
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
「
  

ま
で
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
」
が
次
 
ロ
と
こ
ろ
 

産
経
会
館
四
 

の
日
程
で
開
か
れ
ま
す
。
お
  

階
ホ
ー
ル
 

気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

ロ
主
催
 
北
五
医
師
会
、
 

A
7
 

回
の
 

「
ア
レ
ル
ギ

ー
性
鼻
炎
」
に
 

ー
h
。
 

テ
ー
  

つ
い
て
 
み
ん
な
の
健
康
教
室
 
市
民
 

マ
は
 

保
健
 

「
蓄膿
症
ァ
レ
ル
ギ

ー
性
鼻
  

協
議
会
 

炎
」
 
につ
い
て
で
す
。
 

年
間
を
と
お
し
て
聴
講
さ
 

ロ
と
き
 
九
月
二
十
五
日
 
れ

た
方
に
修
了
証
と
記
念
品

（
金
）
午
後
一
時
か
ら
二
時
 
を

差
し
上
げ
ま
す
。
 

交通事故防止市民大会 

市民多数のご参加を 

― 青 森 県 交 通 対 策 協 議 会 

運動の重点 

1．歩行者、特に子供と老人の交通事故防止 

2 ．自転車の安全利用の促進 

3.無謀運転と暴走族の追放 

4 ーヘルメソト・シートベルト若用の推進 

調 ー
 
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
 

戸ニこここニ一 

社会生活基本調査 

本 基 
、11ー 

ン百 生 
◇、 

ム 社 

12目Iりトから 9 )J30目泳はでの10日間 

移
動
採
血
車
「
青
い
鳥
号
」
 

が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
行

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

〇
九
月
二
十
八
日
（
月
）
午

前
十
時
か
ら
、
裏
田
町

・
東
北

電
力
五
所
川
原
営
業
所
構
内
、
 

。
／〕
 

当
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、
 

大
町

・
丸
友
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
構
内
 

〇
十
月
二
日
（
木

）
午
前
十

時
か
ら
、
本
町

・
⑧
か
さ
い
商

店
構
内
、
当
日
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
、
栄
町
・
県
合同
庁
舎
前

あ
な
た
も
献
血
手
帳
を
。
 

総
理
府
統
計
局
 

（
青
森
県
）
で
は

十
月
一
日
現
在
で

第
二
回
目
の
社
会

生
活
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
 

国
民
の
生
活
時
間

の
配
分
を
調
べ
る

と
と
も
に
、
学
習

活
動
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ァ
活
動
、
そ
の

他
の
自
由
時
間
に

お
け
る
主
な
活
動

に
つ
い
て
詳
細
に

と
ら
え
、
国
民
生

活
の
実
態
を
総
合

的
に
明
ら
か
に
し
 
 

て
各
種
行
政
施
策
の
基
礎
資
料

と
す
る
も
の
で
す
。
 

調
査
対
象
は
、
全
国
を
代
表

す
る
よ
う
に
、
 一
定
の
方
法
で

選
び
畠
さ
れ
た
地
域
（
調
査
区
 

）
か
ら
、
さ
ら
に
選
定
さ
れ
た

世
帯
で
す
。
 

県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調

査
員
が
、
九
月
下
旬
に
、
調
査

対
象
に
選
ば
れ
た
世
帯
を
お
訪

ね
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
）
」
 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
に

つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
青
森
県
企
画

部
統
計
課

・
人
口
労
働
統
計
班
 

(
e
〇

一
七
七
⑩
一
一
一
一
番
 

‘
内
線
二
一
七
九
番

）
へ
お
願

い
し
ま
す
。
 



旧
 
十
 

!
 

趣
鎚
〇

・
〇
松
島
小
学
校
 

市葬斎苑ご案内図 

長
 
者
 
森
 

（
墓
 
地
）
 

長
者
森
平
和
公
園

ノ
 至

松
里
木
 

至若山 

〇長橋支所 

ノ
 
ノ
 
、
 

セ
 

禦
〇
 

開 

大 

/
 

松
野
木
 

4
T
 

旧
 
十
 
川
 

r雄
m戸
 

松
島
団
地
人
目
 

、
 

松
野
木
 

お
祝
い
に
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

広報ごしょがわら 	 （503号）⑩ 

寄
付

・
水
害
お

見
舞
 

昭和56年（1981年） 9 月15日 

水
害
の
見
舞
金
と
 

し
て
五
十
万

円
 

青
森
銀
行
 

青
森
銀
行
で

は
八
月
二
十
七

日
、
水
害
の
見
舞
金
と
し
て
五

十
万
円
を
市
に
寄
付
し
、
寺
田

市
長
に
託
し
ま
し
た
。
ー
写
真

下
廿
 被

災
者
に
洗
面
器
 

と
タ
オ
ル
贈

る
 

み
ち
の
く
銀
行
 

み
ち
の
く
銀
行
五
所
川
原
支

店
（
久
米
田
俊
三
支
店
長
）
は

八
月
二
十
四
日
、
水
害
被
災
者

に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
市
水

害
対
策
本
部
に
洗
面
器
、
タ
オ

ル
そ
れ
ぞ
れ
百
五
十
セ
ノ
ト
を

寄
贈
し
ま
し
た
。
 

大
溝
さ

ん
五
万
円

寄
付
 

市
内
錦
町
の
大
溝
善
逸
さ
ん

は
九
月
二
日
、
市
の
教
育
振
興
 
 

基
金
に
役
立
て
て
下
さ
い

と
、
 

九
万
円
を
市
教
育
振
興
会

へ
寄

付
、
寺
田
市
長
に
託
し
ま
し
た
。
 

金
婚
式
の
お
祝
い
 

二
十
万
円
を
贈
る
 

新
町
の
堀
内
さ
ん

新
町
の
堀
内
貞
雄
さ
ん

・
き

み
魚
さ
ん
夫
妻
は
八
月
二
十
九

日
、
市
の
教
育
振
興
基
金
に
役

立
て
て
下
さ
い
と
、
二
十
万
円

を
市
教
育
振
興
会

へ
寄
付
し
ま

し
た
。
 

こ
の
ほ
ど
迎
え
た
金
婚
式
の
 

国
際
障
害
者
年
事
 

業
に
と
五
万
余
円
 

昭
和
パ
ー
ル
会
 

昭
和
パ
ー
ル
会

（
木
村
重
治

会
長
）
は
八
月
二
十
七
日
、
ホ

テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
で
会
旗
の
披

露
、
婦
人
同
伴
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
 

ン
ョ
ウ
を
行
い
、
そ
の
益
金
五

万
二
千
百
六
十
円
を
国
際
障
害

者
年
事
業

に
役
立
て
て
下
さ
い

と
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
寄

付
し
ま
し
た
。
 

中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
 

で
も
十
万

円
寄
付
 

五
所
川
原
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
 

ク
ラ
ブ

（川
崎
亮
一
会
長
）
は

九
月
六
日
、
国
際
障
害
者
年
事

業
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
市

社
会
福
祉
協
議
会

へ
十
万
円
を

寄
付
し
ま
し
た
。
 

当
日
行
っ
た
国
際
ロ
ー
タ
リ
 

ー
加
盟
認
証
状
伝
達
式
の
席
上

贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

/
 

こ
の
た
び
の
台
風
1
5号
で
風

水
害
を
受
け
ら
れ
た
方
に
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

台
風
の
災
害
を
受
け
た
場
合

税
の
救
済
措
置
が

二
つ
あ
り
ま

す
。
所
得
税
法
E
の
雑
損
控
除

に
よ
る
方
法
と
災
害
減
免
法
に

よ
る
税
の
軽
減
免
除
の
方
法
で

す
。
 

ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
は
自
由
で

す
が
、
雑
損
控
除
を
適
用
す
る

人
が
圧
倒
的
に
多

い
よ
う
で
す
。
 

台
風
な
ど
の
災
害
で
住
宅
や
家
 

×
 

る
の
が
雑
損
控
除
で
す
。
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
五
所
 

財
に
損
失
を
受
け
た
場
合
、
そ
 
川
原
税

務
署
に
お
た
ず
ね
下
さ

の
損
害
額
が

一
定
額
を
超
え
た
 
い
。
 

金
額
を
所
得
金
額
か
ら
控
除
す
 

（
五
所川
原
税
務
署
）
 

保
育
園
児
の
入
所
、
年
中
受
付
け
 

市
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
 
町

）
、梅
田
保
育
園
（
梅
田
）
、た

に
認
可
保
育
園
に
入
所
す
る
児
 
か

た
て
保
育
園
（
飯
詰
）
 

童
の
申
請
書
を
、
土
曜
日
の
午
 
口
受
付
場
所
 

市
福
祉
事
務

後
、
日
曜
日
、
祝
祭
日
を
除
い
 
所
（
入
所
申
請
書

用
紙
は
、
当
所

た
年
中
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
。
 
及
び
各
保
育
園
に
あ
り
ま
す
）
 

ロ
入
所
で
き
る
保
育
園
 

ロ
お
問
合
わ
せ
 
市
福
祉
事

か
ま
や
保
育
園
（
鎌
谷
町
）
、
 
務
所
（
廿
⑩
二
一
一
一
番

・
内

ま
つ
し
ま
団
地
保
育
園
（
松
島
 
線
二

四
三
番
）
 

所
得
税

の
雑
損
控
除
に

つ
い
て
 

r
 

戸
 

広
報
紙

の
早
期
配
布

に
ご
協
力
下
さ
い
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